
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年３月１２日                 全国一般神奈川                    第２８６（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
３
月
１
３
日 

１
３
時
３
０
分 

溝
の
口 

 

ら
ぽ
お
る
の
樹
団
体
交
渉 

●
３
月
１
３
日 

１
８
時
３
０
分 

旭
区
役
所 

 

鯉
住
宅
団
体
交
渉 

●
３
月
１
３
日 

 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
３
月
１
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
３
月
１
５
日 

 

２
４
神
奈
川
春
闘
１
日
行
動
（
行
政
行
動
） 

 

●
３
月
１
６
日 

福
島 

さ
よ
な
ら
原
発
現
地
集
会 

●
３
月
１
６
日 

１
６
時
・
１
８
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

郵
政
会
議
・
エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
３
月
１
７
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
３
月
１
７
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
３
月
１
８
日 

１
４
時
３
０
分 

郵
便
都
筑
局
団
体
交
渉 

●
３
月
１
８
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
３
月
２
０
日 

１
３
時 

代
々
木
公
園 

さ
よ
な
ら
原
発
首
都
圏
集
会 

 

●
３
月
２
２
日 

１
３
時
３
０
分 

横
浜
地
裁
６
０
２ 

ビ
ス
テ
オ
ン
地
位
確
認
裁
判
第
１
回
弁
論 

２
４
神
奈
川
春
闘
１
日
行
動 

 
 

 

関
内
駅
情
宣
行
動 

１
７
時 

 
 

 

決
起
集
会 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

１
８
時
３
０
分 

 

●
３
月
２
４
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
６
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
３
月
２
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
６
回
担
当
者
会
議 

 

●
３
月
２
７
日 

１
５
時 

会
社 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

 

●
３
月
２
８
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
３
月
３
１
日 

１
０
時 

小
田
原
城
址
公
園 

全
国
一
般
神
奈
川
レ
ク 

お
花
見 

 

２
月
組
織
内
学
習
会
か
ら

各
職
場
の
要
求
書
提
出
へ 

２
４
春
闘
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
今
春
闘
を
取
り

巻
く
情
勢
、
そ
し
て
私
た
ち

労
働
者
の
取
り
組
み
方
針

は
、
こ
の
１
月
に
開
催
さ
れ

た
全
国
一
般
全
国
協
各
県

代
表
者
会
議
、
お
よ
び
県
共

闘
春
闘
学
習
会
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
全
国
一
般

神
奈
川
各
職
場
は
、
２
月
組

織
内
学
習
会
で
、
今
春
闘
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
報
告

し
た
。
そ
し
て
３
月
に
入

り
、
各
職
場
で
春
闘
要
求
書

を
提
出
し
始
め
て
い
る
。 

安
倍
政
権
か
ら
継
続
し

て
い
る
大
規
模
な
金
融
緩

和
政
策
、
円
安
政
策
の
痛
み

が
日
本
社
会
を
直
撃
し
て

い
る
。
生
活
必
需
品
を
は
じ

め
と
し
た
諸
物
価
の
高
騰

が
続
き
、
貧
困
の
拡
大
、
格

差
の
拡
大
が
進
ん
で
い
る

日
本
社
会
で
、
多
く
の
労
働

者
、
生
活
者
の
生
活
が
危
機

に
直
面
し
て
い
る
。
大
手
民

間
企
業
は
最
高
益
を
上
げ
、

た
め
込
ん
だ
内
部
留
保
は

５
０
０
兆
円
を
超
え
、
株
価

は
史
上
最
高
値
を
つ
け
る

一
方
、
労
働
者
の
賃
金
水
準

は
、
Ｇ
７
諸
国
で
最
下
位
、

最
低
賃
金
に
張
り
付
い
て

い
る
状
況
だ
。
自
公
政
権
が

言
っ
て
き
た
、
上
か
ら
滴
り

落
ち
る
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ

ン
」
は
絵
空
事
で
、
一
部
の

富
裕
層
だ
け
に
止
ま
っ
て

い
る
。
さ
す
が
に
岸
田
政
権

も
「
賃
上
げ
」
を
叫
び
、
そ

れ
に
応
え
る
よ
う
に
大
手

民
間
企
業
で
は
、
労
働
組
合

の
要
求
の
満
額
、
あ
る
い
は

要
求
を
上
回
る
回
答
が
出

て
き
て
い
る
。
し
か
し
岸
田

政
権
の
「
賃
上
げ
促
進
税
制

の
拡
充
」
の
枠
内
で
あ
り
、

そ
の
効
果
が
及
ば
な
い
中

小
企
業
労
働
者
、
そ
し
て
非

正
規
労
働
者
に
波
及
す
る

こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
こ

こ
に
甘
ん
じ
て
い
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
の
「
官
製
春
闘
」
同

様
、
２
４
春
闘
も
中
小
企
業

労
働
者
、
非
正
規
労
働
者
に

波
及
し
な
い
春
闘
、
物
価
の

高
騰
に
追
い
つ
か
な
い
春

闘
に
な
り
か
ね
な
い
。 

 

自
ら
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
職
場
で
、
地
域
で
要

求
を
掲
げ
２
４
春
闘
に
取

り
組
も
う
！ 

２
４
春
闘
は
、
私
た
ち
労

働
者
自
ら
が
生
活
を
守
る

た
め
に
、
職
場
、
地
域
で
要

求
を
掲
げ
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
物
価
上
昇

分
を
上
回
る
大
幅
な
賃
上

げ
と
、
社
会
的
な
波
及
効
果

を
実
現
す
る
た
め
に
、
あ
ら

ゆ
る
労
働
者
の
均
等
待
遇
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
実
現

に
む
け
た
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

す
べ
て
の
労
働
者
に
波
及

さ
せ
る
た
め
の
一
つ
と
し

て
、
全
国
一
律
の
大
幅
な
最

低
賃
金
の
ア
ッ
プ
を
実
現

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
職
場
で
、
地
域
で
、

均
等
待
遇
、
同
一
労
働
同
一

賃
金
、
最
賃
大
幅
ア
ッ
プ
の

実
現
に
む
け
た
２
４
春
闘

命と生活を守る24春闘を！ 
全ての組合員が、職場で・地域で２４春闘に取り組もう！ 

を
闘
お
う
。 

丈
夫
屋
、
ビ
ス
テ
オ
ン
の

解
雇
争
議
解
決
を
進
め
て

い
こ
う
。
丈
夫
屋
は
４
月
２

５
日
の
地
裁
判
決
、
ビ
ス
テ

オ
ン
は
３
月
２
２
日
弁
論

を
、
早
期
勝
利
解
決
を
目
指

し
て
、
２
４
春
闘
で
、
地
域

の
仲
間
と
共
に
取
り
組
も

う
。
労
働
者
の
権
利
侵
害
、

労
働
者
の
生
活
破
壊
攻
撃

を
許
さ
な
い
２
４
春
闘
を

闘
お
う
。 

世
界
の
緊
張
と
対
立
が

深
ま
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
の
戦
争
、
パ
レ
ス
チ
ナ

で
の
戦
争
、
そ
し
て
東
ア
ジ

ア
の
緊
張
の
高
ま
り
は
、
戦

争
の
危
機
が
よ
り
一
層
身

近
な
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
さ
せ
る
。
岸
田

政
権
は
そ
の
緊
張
を
煽
り

な
が
ら
軍
備
の
増
強
を
図

り
、
西
南
諸
島
で
の
軍
事
基

地
強
化
を
進
め
て
い
る
。
緊

張
緩
和
ど
こ
ろ
か
戦
争
へ

の
道
へ
邁
進
し
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
戦
争
は
生
活
者
の

権
利
侵
害
か
ら
始
ま
り
、
生

活
破
綻
、
尊
い
命
を
奪
う
行

為
と
な
っ
て
い
く
。
戦
争
の

危
機
の
進
行
に
対
し
て
、
反

戦
・
平
和
を
掲
げ
て
、
２
４

春
闘
を
取
り
組
も
う
。 

職
場
で
。
地
域
で
、
大
幅

な
賃
上
げ
と
、
命
と
生
活
を

守
る
２
４
春
闘
に
取
り
組

も
う
！
（
委
員
長 

沢
口
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年３月１２日                 全国一般神奈川                   第２８６号（２） 

２
月
２
９
日
１
９
時
横

浜
市
技
能
文
化
会
館
で
、

今
年
１
月
２
日
突
然
に
亡

く
な
ら
れ
た
川
端
神
奈
川

県
共
闘
議
長
の
お
別
れ
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
人

は
２
０
０
９
年
１
２
月
に

県
共
闘
議
長
に
就
任
し
長

き
に
わ
た
り
県
共
闘
運
動

を
け
ん
引
し
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
全
国
一
般
神

奈
川
も
県
共
闘
の
一
員
と

し
て
議
長
と
共
に
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
お
別
れ

会
に
は
、
生
前
お
付
き
合

い
が
あ
っ
た
方
、
地
域
や

横
浜
市
労
働
者
組
合
は

２
月
２
４
日
第
３
０
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

私
た
ち
横
浜
市
労
働
者
組

合
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
・
職

場
で
労
働
者
が
安
心
し
て

働
き
、
生
活
で
き
る
職
場
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。 

 

岸
田
自
公
政
権
は
、安
倍

政
権
時
か
ら
進
め
ら
れ
て

い
る
金
融
規
制
緩
和
策
で

１
ド
ル
１
５
０
円
の
円
安

へ
と
、
加
え
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
の
戦
争
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ガ
ザ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
は

じ
め
と
し
た
世
界
的
な
緊

張
と
対
立
に
よ
る
原
料
資

源
の
高
騰
で
、
諸
物
価
の
高

騰
を
招
き
、
私
た
ち
の
生
活

へ
犠
牲
を
強
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
横
浜
市
は
賃
金
改

定
で
、
久
々
に
全
給
料
表
の

改
定
を
行
っ
た
が
、
物
価
高

騰
に
は
全
く
追
い
つ
い
て

い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
公
務
員

職
場
で
は
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
、
定
年
延
長
と
賃

金
７
０
％
の
減
額
、
用
務
員

の
民
間
委
託
化
な
ど
多
く

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
解
決

を
求
め
て
横
浜
市
と
の
交

渉
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
問
題
の
解
決

は
地
域
・
全
国
の
仲
間
と
の

連
帯
・
共
闘
な
し
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

今
、
岸
田
政
権
は
国
際
的

な
戦
争
の
危
機
に
対
し
、
和

平
へ
の
働
き
か
け
を
進
め

横
浜
市
労
働
者
組
合 

第
３
０
回
定
期
大
会
開
催 

る
の
で
は
な
く
、
中
国
や
北

朝
鮮
の
脅
威
を
煽
り
、
南
西

諸
島
で
の
軍
事
基
地
強
化
、

軍
事
予
算
の
大
幅
拡
大
、
殺

傷
武
器
の
輸
出
と
、
戦
争
を

す
る
国
へ
と
突
き
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
う
し
た
戦
争
へ

の
道
を
許
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
私
達
横
浜
市
労
働
者

組
合
は
、
今
大
会
で
２
４
春

闘
を
解
雇
・
貧
困
・
格
差
拡

大
を
許
さ
ず
闘
う
こ
と
、
反

戦
平
和
・
９
条
改
憲
反
対
・

反
基
地
の
闘
い
、
差
別
を
許

さ
な
い
闘
い
を
地
域
の
仲

間
や
全
国
の
仲
間
と
連
帯

し
と
も
に
闘
う
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
２
４
春
闘
勝

利
へ
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ

う
！
（
河
野
） 

活
動
を
共
に
し
た
６
０
人

以
上
の
仲
間
が
集
ま
り
故

人
を
偲
び
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
１
月
２
日
は
県

共
闘
運
動
の
一
つ
で
あ
る

寿
越
冬
闘
争
の
最
中
で
、

故
人
は
残
念
な
思
い
を
残

し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

お
別
れ
会
は
、
黙
祷
か

ら
始
ま
り
吉
良
副
委
員
長

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
続

い
て
渡
邊
全
労
協
議
長
、

神
奈
川
運
動
交
流
の
早
川

さ
ん
か
ら
生
前
の
様
子
を

含
め
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加

者
で
献
杯
を
行
い
、
清
水

全
国
一
般
神
奈
川
執
行
委

員
の
編
集
に
よ
る
川
端
ヒ

ス
ト
リ
ー
（
ス
ラ
イ
ド
）

を
上
映
し
ま
し
た
。
ま
た

多
く
の
方
か
ら
も
お
言
葉

を
い
た
だ
き
予
定
し
た
２

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
遺
族
か
ら
挨
拶

を
い
た
だ
き
会
は
終
了
し

ま
し
た
。 

挨
拶
に
立
っ
た
仲
間
の

言
葉
か
ら
は
、
実
直
で
真

摯
な
議
長
の
人
柄
が
偲
ば

２
月
２
５
日
、
Ｌ
プ

ラ
ザ
で
全
国
一
般
神
奈

川
の
２
４
春
闘
学
習
会

が
１
６
名
の
参
加
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
２
６
日
に
県
共
闘

主
催
で
行
わ
れ
た
春
闘

学
習
会
で
の
、
講
師
に

招
い
た
全
国
協
の
大
野

副
執
行
委
員
長
に
よ
る

現
状
分
析
・
問
題
提
起

を
活
用
し
て
、
各
職
場

の
春
闘
を
実
り
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
た

め
、
生
活
ク
ラ
ブ
、
エ
イ

ボ
ン
、
日
本
郵
政
、
テ
ク

ノ
ウ
エ
ー
ブ
、
多
摩
川

病
院
、
ら
ぽ
お
る
の
樹
、

総
生
会
、
横
浜
交
通
開

発
、
横
浜
市
の
各
職
場

神
奈
川
県
共
闘 

川
端
議
長 

「
お
別
れ
の
会
」
し
め
や
か
に 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

開
催
報
告 

合
同
支
部 

佐
藤 

か
ら
、
要
求
書
や
交
渉

経
緯
に
つ
い
て
の
報

告
・
共
有
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

組
合
の
組
織
率
が
下

が
り
続
け
て
い
る
今
の

日
本
の
労
働
現
場
で

は
、
労
働
条
件
や
職
場

環
境
の
改
善
に
つ
い
て

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

て
交
渉
す
る
と
い
う
労

使
間
の
関
係
が
、
当
た

り
前
で
は
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
地
域
合

同
労
組
と
し
て
労
働
相

談
か
ら
職
場
で
組
合
活

動
を
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

私
た
ち
全
国
一
般
で

は
、
だ
か
ら
こ
そ
、
要
求

―
交
渉
―
合
意
と

い
う
労
使
関
係
を

定
着
さ
せ
て
い
く

た
め
に
春
闘
を
継

続
的
に
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。
他
の
職

場
の
交
渉
成
果
を

自
分
た
ち
の
職
場

の
交
渉
の
武
器
と

し
て
活
用
し
と
も

に
闘
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。（
八
木
） 

 

全
国
一
般
神
奈
川 

２
４
春
闘
学
習
会
開
催
報
告 

と
も
に
闘
お
う
！ 

れ
、
川
端
ヒ
ス
ト
リ
ー
を

編
集
し
た
清
水
さ
ん
は
、

「
上
映
の
写
真
は
約
３
０

０
枚
の
中
か
ら
選
ん
だ

が
、
写
真
は
議
長
が
あ
ら

ゆ
る
行
動
に
も
参
加
し
て

い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い

た
。
す
ご
い
行
動
力
だ
と

思
っ
た
」
と
行
動
力
の
す

ご
さ
を
述
べ
る
な
ど
、
川

端
さ
ん
の
人
と
な
り
や
運

動
の
足
跡
を
参
加
者
一
同

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
川
端
議
長
の
想

い
を
引
き
継
ぎ
、
労
働
者
・

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
よ
り
よ
い
社
会
を
目

指
し
共
に
前
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

横
浜
市
交
通
局
か
ら
バ
ス
事
業
の
委
託
を
受

け
る
横
浜
交
通
開
発
株
式
会
社
で
働
く
組
合
員

は
、
磯
子
営
業
所
は
３
年
前
か
ら
、
緑
営
業
所
は

昨
年
７
月
に
掲
示

板
の
便
宜
供
与
条

件
に
つ
い
て
合
意

し
、
組
合
掲
示
板
を

獲
得
活
用
し
て
い

ま
す
。
掲
示
板
に

は
、
会
社
施
策
な
ど

の
情
報
や
組
合
本

部
機
関
紙
、
全
国
一

般
全
国
協
ニ
ュ
ー

ス
、
県
共
闘
ニ
ュ
ー

ス
、
２
０
２
４
春
闘

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

横
浜
交
通
開
発 

組
合
事
務
室
獲
得
に
向
け
て 

張
り
、
組
合
の
取
り
組
み
や
闘
い
を
職

場
の
仲
間
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

掲
示
物
は
定
期
的
に
張
り
替
え
、
新
し

い
情
報
の
提
供
と
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
の

掲
示
に
務
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
昨
年

の
２
０
２
３
春
闘
要
求
書
の
掲
示
や
、

団
体
交
渉
の
経
過
報
告
の
ニ
ュ
ー
ス
に

は
組
合
員
の
み
な
ら
ず
、
職
場
の
方
の

注
目
も
集
め
て
い
る
と
の
報
告
を
得
て

い
ま
す
。
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い

チ
ラ
シ
で
、
読
者
を
増
や
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
は
、
組
合

事
務
室
の
獲
得
の
た
め
に
横
浜
市
交
通

局
と
粘
り
強
く
交
渉
し
て
い
ま
す
。
職

場
改
善
に
向
け
て
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。（
報
告 

佐
藤
） 

川端議長を偲び、参加者全員で黙祷 

私 た ち の 闘 い 


